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経
済
力
と
学
問
を
重
ん
じ
る

風
土
、
そ
れ
に
市
川
水
系
特
有
の
自
然
、

文
化
等
が
柳
田
國
男
、
井
上
通
泰
の
学
者

文
化
人
を
生
む
も
と
と
な
り
、
こ
れ
ら
が

ま
た
短
歌
等
の
文
芸
を
育
む
素
因
と
な
っ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

・
短
歌
結
社
﹁
文
学
圏
社
﹂
の
設
立

　
福
崎
の
短
歌
を
語
る
と
き
、
ま
ず
挙
げ

る
べ
き
は
、
戦
後
の
混
乱
未
だ
収
ま
ら
ぬ

時
に
発
刊
さ
れ
た
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文
学
圏
﹂
で
あ
ろ
う
。

﹁
文
学
圏
社
﹂
の
次
の
よ
う
な
設
立
趣
意

書
に
若
い
気
負
い
が
あ
ふ
れ
て
い
る
﹁
敗

戦
後
の
日
本
に
お
い
て
、
戦
後
の
荒
涼
疲

弊
を
払
拭
せ
ん
と
し
て
か
、
新
し
い
文
芸
の

光
を
強
く
希
求
す
る
傾
向
あ
る
は
蓋
し

必
然
の
要
望
と
信
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
こ
と
に
文
芸
は
人
間
精
神
昂
揚
の
価
値
と

力
に
お
い
て
、
戦
後
復
興
の
一
先
駆
た
り

得
る
で
あ
ろ
う
。
茲
に
生
誕
せ
る
文
芸
同

人
誌
﹁
文
学
圏
﹂
は
叙
上
の
使
命
に
か
ん
じ
、

貫
く
に
郷
土
精
神
を
以
っ
て
し
た
清
新
且

つ
個
性
あ
る
地
方
文
芸
集
団
で
あ
る
。
﹂

こ
の
よ
う
な
理
念
の
も
と
に
、
木
村
真
康
、

西
部
治
夫
、
岸
原
広
明
の
三
人
に
よ
り

福
崎
の
地
で
設
立
さ
れ
、
昭
和
二
十
一
年

三
月
に
記
念
す
べ
き
第
一
輯
が
発
刊
さ
れ
た
。

気
負
い
と
は
裏
腹
に
発
刊
当
初
は
岸
原
広

明
手
書
き
の
プ
リ
ン
ト
印
刷
で
あ
っ
た
が
、

以
後
会
員
の
増
え
る
に
従
い
十
五
輯
く
ら

い
か
ら
活
版
印
刷
へ
と
移
行
し
、
当
初
は

散
文
、
詩
、
短
歌
、
俳
句
等
の
文
芸
の

一
般
を
掲
載
し
て
い
た
が
に
四
輯
く
ら
い

か
ら
短
歌
誌
に
変
貌
し
て
い
っ
た
。
第
十
五

輯
の
消
息
欄
に
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る

﹁
九
月
四
日
早
朝
よ
り
編
集
所
に
木
村
真

康
、
矢
谷
水
青
、
松
田
道
別
、
萩
原
節
男
、

木
村
満
二
ら
が
あ
つ
ま
り
、
第
十
五
輯
の

編
集
に
従
い
黎
明
に
至
る
﹂。

　
こ
れ
は
設
立
時
の
三
人
の
他
に
協
力
者
の

増
え
た
事
実
と
共
に
﹁
編
集
に
従
い
黎
明
に

至
る
﹂
の
一
文
は
ガ
リ
版
印
刷
か
ら
始
め
て

活
版
印
刷
に
変
わ
り
つ
つ
あ
っ
た
当
時
の

文
学
圏
の
若
々
し
さ
と
熱
気
あ
ふ
れ
る

雰
囲
気
が
余
す
こ
と
な
く
伝
わ
っ
て
来
る
。

一
時
は
編
集
委
員
制
を
も
っ
た
が
、
そ
の

後
木
村
真
康
が
主
宰
し
、
会
計
委
員
は

松
岡
実
、
編
集
は
萩
原
節
男
が
担
当
し
、

編
集
委
員
は
岩
朝
加
都
良
、
小
畑
庸
子
で

あ
っ
た
。
同
人
は
松
本
寛
子
、
三
浦
春
子
、

下
村
千
里
、
萩
野
清
子
、
松
岡
澄
子
、
吉

野
栄
子
、
堀
千
寿
子
、
尾
上
文
、
奥
村
冨

美
江
、
黒
澤
正
治
、
牛
尾
昌
江
、
藤
本
昌

江
、
大
野
八
重
子
、
塩
見
松
恵
、
内
藤
隆

史
、
丸
岡
哲
朗
、
山
根
道
子
、
土
居
　
正
、

山
内
節
子
、
田
中
脩
治
、
北
浄
代
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
文
学
圏
幹
部
が
そ
れ
ぞ
れ
各
自
の
人
格
の

も
と
に
、
教
室
を
も
ち
門
下
を
養
成
し
つ
つ

下
支
え
し
て
い
た
が
﹁
文
学
圏
﹂
の
運
営
は

順
風
満
帆
ば
か
り
と
は
言
え
ず
、
編
集
者
の

病
気
、
財
政
上
の
理
由
等
の
事
情
に
よ
り
、

遅
刊
や
中
絶
に
近
い
状
態
に
ま
で
追
い

込
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
年
に
よ
っ
て
は

七
冊
か
、
八
冊
し
か
刊
行
で
き
な
い
こ
と
も

あ
っ
た
が
、
木
村
真
康
主
宰
以
下
の
縣
命
の

努
力
に
よ
り
な
ん
と
か
廃
刊
す
る
こ
と
な
く

続
け
る
こ
と
が
出
来
た
。
そ
の
後
諸
般
の

事
情
に
よ
り
発
行
所
も
福
崎
か
ら
姫
路
、

神
戸
へ
と
移
し
て
い
る
。
結
社
創
立
以
来

七
十
年
、
社
会
情
勢
も
大
き
く
変
化
し

高
齢
化
に
よ
る
会
員
の
減
少
の
他
経
費
の

面
で
も
運
営
上
危
機
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
も
、

月
刊
発
行
を
守
っ
て
今
に
至
っ
て
い
る
。

現
在
は
発
行
者
浮
田
伸
子
、
編
集
人
青
田

綾
子
以
下
の
体
制
で
発
行
し
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
播
磨
地
方
を
中
心
と
し
て
、
多
く
の

歌
人
を
発
掘
、
養
成
し
、
活
動
の
拠
点
と

な
り
短
歌
風
土
の
熟
成
さ
せ
た
貢
献
は

大
き
い
。
今
年
の
一
月
号
で
通
巻
七
百
四

十
二
号
を
数
え
る
に
至
っ
て
い
る
。

・
福
崎
短
歌
会　

　
福
崎
短
歌
会
は
、
昭
和
四
十
七
年
に

大
野
義
之
氏
︵
当
時
公
民
館
長
︶
木
村

真
康
主
宰
等
の
尽
力
に
よ
り
発
足
し
た
。

そ
の
後
に
発
刊
さ
れ
た
福
崎
短
歌
会
の

合
同
歌
集
﹃
未
踏
﹄
に
木
村
主
宰
の
執
筆

し
た
後
記
が
発
足
当
時
の
事
情
を
伝
え
て

い
る
﹁
月
一
回
の
集
い
に
僅
か
の
作
品
を

持
ち
よ
っ
て
、
そ
の
作
品
を
通
じ
て
知
る

自
分
の
人
生
を
、
反
芻
三
省
し
各
々
の

生
活
感
情
を
豊
か
に
し
よ
う
と
す
る
努
力
は

尊
い
の
で
あ
る
。
私
は
こ
の
作
者
た
ち
の

熱
意
に
は
敬
意
を
表
し
た
い
。
そ
し
て
こ
の

集
を
基
点
と
し
て
、
未
踏
の
人
間
修
行
に

出
発
す
る
の
で
あ
る
。
﹂
こ
こ
に
掲
げ
た

合
同
歌
集
﹃
未
踏
﹄
も
平
成
十
七
年
三
月
に

第
七
集
を
発
行
し
て
い
る
。
短
歌
会
は

毎
月
第
二
土
曜
日
の
午
後
一
時
か
ら
の

定
例
歌
会
に
一
首
提
出
し
て
お
互
い
に

忌
憚
の
な
い
意
見
を
述
べ
合
い
鑑
賞
を

楽
し
ん
で
い
る
。
町
の
広
報
に
掲
載
さ
れ
る

事
が
或
る
種
の
緊
張
感
を
生
ん
で
う
ま
く

い
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

10



歌
人
の
足
あ
と
︵
福
崎
町
︶

・
山
桃
忌
奉
賛
短
歌
祭

　
毎
年
八
月
に
実
施
し
て
い
る
山
桃
忌
奉

賛
短
歌
祭
の
開
催
も
福
崎
の
短
歌
風
土
の

醸
成
に
お
お
き
く
役
立
っ
て
い
る
と
思
う
。

柳
田
國
男
、
井
上
通
泰
の
業
績
と
遺
徳
を

偲
ん
で
町
主
催
に
よ
る
山
桃
忌
を
毎
年

開
催
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
奉
賛
す
る

形
で
短
歌
祭
を
開
催
し
て
は
ど
う
か
と

い
う
意
見
も
あ
り
、
記
録
に
よ
る
と
昭
和

六
十
一
年
六
月
十
六
日
に
文
学
圏
の
木
村

真
康
主
宰
を
は
じ
め
幹
部
と
福
崎
短
歌

会
の
会
員
数
名
が
、
大
善
寺
の
棟
廣
照
文

宅
を
訪
問
し
、
か
ね
て
か
ら
棟
廣
氏
が

提
案
さ
れ
て
い
た
﹁
山
桃
忌
奉
賛
短
歌

祭
﹂
の
趣
旨
説
明
を
聞
き
、
出
席
者
全
員
が

賛
同
、
早
急
に
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る

こ
と
と
し
、
役
場
関
係
等
に
は
棟
廣
氏
に

依
頼
す
る
こ
と
と
し
、
町
内
の
各
種
団
体
、

近
在
の
短
歌
会
、
高
等
学
校
、
新
聞
社

等
に
趣
意
書
を
送
り
、
協
賛
、
後
援
を

依
頼
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
こ
の

よ
う
に
し
て
第
一
回
﹁
山
桃
忌
奉
賛
短

歌
祭
﹂
が
十
月
十
二
日
に
神
崎
郡
歴
史
民

俗
資
料
館
に
て
開
催
さ
れ
た
。
出
詠
歌

数
は
二
百
二
十
九
首
で
あ
っ
た
。
﹁
山
桃

忌
奉
賛
短
歌
祭
﹂
の
主
旨
か
ら
し
て
第
二

回
以
降
は
山
桃
忌
に
あ
わ
せ
て
開
催
す
る

こ
と
と
し
、
場
所
も
柳
田
國
男
記
念
館
に

移
し
て
開
催
す
る
こ
と
に
し
た
。
第
二
十

六
回
以
降
文
化
セ
ン
タ
ー
に
場
所
を
移
し

て
い
る
。

　
選
者
に
つ
い
て
は
、
こ
の
短
歌
祭
が

﹁
文
学
圏
社
﹂
と
﹁
福
崎
短
歌
会
﹂
を

主
体
に
始
め
ら
れ
た
経
緯
か
ら
第
四
回
ま

で
は
文
学
圏
社
の
同
人
に
お
願
い
し
て
い

た
が
、
第
五
回
は
野
瀬
昭
二
︵
高
嶺
同
人
︶、

第
六
回
は
上
野
晴
夫
︵
ポ
ト
ナ
ム
同
人
︶、

第
七
回
か
ら
第
二
十
三
回
は
川
口
汐
子
︵
を

だ
ま
き
同
人
︶
の
諸
氏
に
お
願
い
し
て
い
る
。

現
在
は
楠
田
立
身
氏
︵
兵
庫
県
歌
人
ク
ラ

ブ
顧
問
、
象
の
会
代
表
︶
が
担
当
さ
れ
て

い
る
。
平
成
二
十
九
年
︵
第
三
十
二
回
︶

ま
で
と
ぎ
れ
る
こ
と
な
く
開
催
さ
れ
て
お
り

最
近
は
県
外
の
出
詠
者
も
増
え
て
い
る
の
は

喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。
最
近
五
年
間
の

応
募
歌
数
は
二
十
五
年
度
︵
二
十
八
回
︶

二
百
九
十
首
、
二
十
六
年
度
︵
二
十
九
回
︶

三
百
一
首
、
二
十
七
年
度
︵
三
十
回
︶
三

百
七
首
、
二
十
八
年
度
︵
三
十
一
回
︶
二

百
八
十
一
首
、
二
十
九
年
度
︵
三
十
二
回
︶

二
百
九
十
七
首
で
あ
る
。

・
恋
と
革
命
の
歌
人
岸
上
大
作

　
昭
和
三
十
年
に
福
崎
高
校
に
入
学
し
た

岸
上
大
作
は
、
短
歌
グ
ル
ー
プ
を
指
導
し

て
い
た
山
下
静
香
教
諭
に
出
会
い
短
歌
に

め
ざ
め
て
い
っ
た
。
当
初
抱
い
て
い
た

小
説
家
志
望
を
諦
め
て
、
短
歌
一
本
で

進
む
こ
と
を
決
意
し
、
大
学
受
験
雑
誌
等
に

積
極
的
に
投
稿
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と

同
時
に
早
稲
田
大
学
の
教
授
で
あ
る
歌
人
の

窪
田
章
一
郎
の
主
宰
す
る
短
歌
結
社
﹁
ま

ひ
る
野
﹂
に
入
会
し
、
同
時
に
福
崎
の
﹁
文

学
圏
﹂
に
も
入
会
し
、
歌
会
に
も
出
席
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
本
格
的
に
短
歌
に

打
ち
込
む
よ
う
に
な
っ
た
の
は
国
学
院
大

学
に
入
学
し
﹁
短
歌
研
究
会
﹂
の
熱
気
に

ふ
れ
て
か
ら
で
あ
る
。

　
ま
た
、
時
代
の
寵
児
、
寺
山
修
司
を

意
識
し
て
か
短
歌
に
の
め
り
込
ん
で
い
っ
た
。

昭
和
三
十
五
年
は
日
米
安
保
条
約
の
改
定

反
対
運
動
の
ま
き
起
こ
っ
た
年
で
あ
り
、

中
学
時
代
か
ら
社
会
問
題
に
関
心
の

深
か
っ
た
大
作
は
以
後
、
短
歌
と
恋
愛
と

学
生
運
動
に
興
味
が
集
中
し
て
い
っ
た
。

安
保
闘
争
の
さ
な
か
に
﹁
短
歌
研
究
﹂
の

新
人
賞
に
応
募
し
た
大
作
の
﹁
意
志
表
示
﹂

五
十
首
は
推
薦
作
と
な
り
、
四
十
首
が

九
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
。
高
校
時
代
か
ら
の

夢
が
実
現
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
短
歌

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
注
目
さ
れ
精
神
的

負
担
も
か
な
り
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
に
、
少
し
過
度
と
思
わ
れ
る
激
し
い

恋
愛
へ
の
欲
求
と
失
恋
、
安
保
改
定
反
対

運
動
の
挫
折
等
が
重
な
り
、
彼
を
自
死
に

追
い
や
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

惜
し
ま
れ
て
な
ら
な
い
。

・
井
上
通
泰
の
歌
人
と
し
て
の
歩
み

　
井
上
通
泰
は
他
の
業
績
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
歌
人
と
し
て
広
く
世
に
知
ら
れ
て
い
る
。

幼
時
か
ら
詩
文
に
長
じ
て
い
た
も
の
と

思
わ
れ
る
が
、
本
格
的
に
歌
を
学
ん
だ
の
は

東
京
に
出
て
か
ら
で
あ
る
。
播
州
出
身
の

歌
人
國
富
重
比
古
に
師
事
し
て
い
た
が
、

何
年
か
の
空
白
の
後
に
下
宿
先
の
蔵
書
の

中
に
﹃
桂
園
一
枝
﹄
と
い
う
香
川
景
樹
の

歌
書
が
あ
り
、
そ
の
中
の
次
の
一
首
︵
春
の

野
の
う
か
れ
心
は
果
て
も
な
く
と
ま
れ
と

い
ひ
し
蝶
は
と
ま
り
ぬ
︶
が
眼
に
と
ま
り
、

﹁
こ
れ
ま
で
見
た
歌
の
多
く
が
調
想
相
た

ぐ
は
ざ
る
は
歌
そ
の
物
の
罪
に
あ
ら
ず
し
て

作
者
の
咎
で
あ
る
﹂
と
後
に
書
い
て
い
る

よ
う
に
こ
の
一
首
に
よ
り
彼
の
歌
心
は

開
眼
し
香
川
景
樹
門
下
の
松
波
資
之
の

添
削
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
歌
人
と

し
て
の
通
泰
の
存
在
は
森
鴎
外
と
共
に

発
行
し
た
﹃
し
ら
が
み
草
紙
﹄
に
よ
り

世
に
ひ
ろ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
香
川

景
樹
の
詠
風
に
傾
倒
し
つ
つ
も
、
桂
園

派
の
枠
内
に
と
ど
ま
る
人
で
は
な
か
っ
た
。

そ
の
後
、
通
泰
の
歌
学
研
究
は
和
漢
朗
詠

集
か
ら
万
葉
集
に
至
り
、
そ
の
詠
風
に
も

万
葉
研
究
の
余
波
と
し
て
万
葉
的
な
語
法
と

声
調
が
浸
潤
し
て
来
た
と
い
え
る
。
通
泰
の

詠
風
を
考
え
る
と
き
、
明
治
三
十
九
年
に

山
縣
有
朋
の
内
意
に
よ
り
設
立
さ
れ
た

﹁
常
盤
会
﹂
の
活
動
は
重
要
で
あ
る
と
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赤松　紗奈

木畑　歩

松岡　莉緒

羽室　京太郎

牛尾　優那

宮田　理久

福崎東中学校3年

福崎東中学校3年

福崎東中学校2年

福崎西中学校3年

福崎西中学校2年

福崎小学校5年

「社会を明るくする運動」の作文

税についての作文

「少年の主張」の作文

美術作品（絵画）

標語（緑化作品）

読書感想文

氏　　　名 所　　　属 受 賞 分 野

歌
人
の
足
あ
と
︵
福
崎
町
︶

思
わ
れ
る
。
こ
の
会
に
お
い
て
通
泰
は

森
鴎
外
と
共
に
明
治
時
代
に
相
応
し
い

歌
調
の
研
究
に
幾
多
の
業
績
を
残
し
て
い
る
。

明
治
四
十
年
に
御
歌
所
寄
人
に
任
ぜ
ら
れ
た
。

そ
の
後
通
泰
は
歌
作
り
の
傍
ら
、
万
葉
集
の

講
義
と
研
究
に
精
力
を
つ
い
や
し
た
。
そ
の

輝
か
し
い
成
果
が
﹃
万
葉
集
新
考
﹄
八
巻

で
あ
る
。﹁
万
葉
集
新
考
﹂
に
続
い
て
、﹁
万

葉
集
雑
攷
﹂
が
公
刊
さ
れ
た
。
こ
れ
は

新
考
の
八
巻
の
完
成
さ
れ
る
以
前
か
ら

公
に
し
て
き
た
万
葉
集
に
関
す
る
雑
攷
を

あ
つ
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

通
泰
は
、
万
葉
集
研
究
の
た
め
彼
の
生
涯
の

大
き
な
部
分
を
さ
さ
げ
倦
む
こ
と
を
知
ら

な
か
っ
た
。
そ
の
心
境
を
歌
に
も
と
ど
め

て
い
る
。

﹁
な
ら
山
を
い
ま
一
た
び
と
お
も
へ
ど
も

分
く
べ
き
峰
の
な
ほ
お
ほ
く
し
て
﹂

没
後
に
発
刊
さ
れ
た
﹃
南
天
荘
集
﹄
は

通
泰
の
全
歌
集
に
相
当
す
る
が
、
そ
れ
に

収
録
さ
れ
て
い
る
歌
数
は
二
千
五
百
九
十

四
首
で
、
作
歌
歴
五
十
有
余
年
の
作
品
と

し
て
は
多
い
と
は
言
え
ず
、
通
泰
は
元
来

寡
作
家
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

・
柳
田
國
男
の
歌
人
と
し
て
の
歩
み

　
柳
田
國
男
は
感
受
性
の
鋭
い
人
で
幼
少
時

か
ら
独
学
で
ひ
た
む
き
な
感
じ
の
純
情
な

抒
情
性
の
あ
る
歌
を
詠
ん
で
い
る
が
、
本
格

的
に
歌
を
始
め
た
の
は
上
京
後
兄
井
上
通

泰
の
勧
め
で
桂
園
派
の
歌
人
松
浦
萩
坪
の

門
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
国
木
田
独
歩
や

田
山
花
袋
な
ど
と
共
に
題
詠
で
恋
の
歌
な

ど
を
盛
ん
に
詠
ん
で
い
る
。
こ
の
時
期
は

國
男
が
作
歌
に
最
も
精
励
し
た
と
き
で
、

主
な
作
品
発
表
の
場
は
、
森
鴎
外
や
兄
通

泰
の
発
行
す
る
﹁
し
が
ら
み
草
紙
﹂
で

あ
っ
た
。
高
等
学
校
入
学
以
降
は
和
歌
よ

り
も
新
体
詩
に
熱
中
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
っ
た
。
古
今
集
以
来
の
題
詠
と
い
う

方
法
か
ら
、
実
感
、
実
情
を
詠
む
と
い
う

こ
と
か
ら
自
然
に
新
体
詩
に
関
心
が
移
っ
て

い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
大
学
を

卒
業
し
て
農
商
務
省
に
は
い
り
経
世
済
民
の

実
学
志
向
に
目
覚
め
る
に
つ
れ
逆
に
新
体

詩
へ
の
関
心
が
薄
れ
て
い
っ
た
。
こ
れ
は

若
き
行
政
官
と
し
て
行
政
の
実
態
を
見
る

う
ち
に
文
学
に
よ
ら
ぬ
新
し
い
表
現
意
欲
の

高
ま
り
を
感
じ
た
に
ち
が
い
な
い
。

 

﹃
遠
野
物
語
﹄
や
﹃
後
狩
詞
記
﹄
の

刊
行
は
恋
の
詩
人
松
岡
國
男
か
ら
民
族

学
者
柳
田
國
男
へ
の
転
生
と
い
え
る
か
も

知
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
新
体
詩
は

捨
て
た
が
和
歌
は
つ
い
に
捨
て
き
れ
な

か
っ
た
。
む
し
ろ
、
和
歌
を
愛
し
、
和
歌

へ
の
思
い
が
深
き
が
故
に
当
世
風
の
歌
を

詠
む
の
を
潔
し
と
し
な
か
っ
た
の
か
も

知
れ
な
い
。
和
歌
は
紙
に
書
い
て
人
に

見
せ
る
よ
り
、
花
鳥
風
月
を
詠
い
あ
げ
て

座
中
の
人
々
と
共
に
楽
し
む
も
の
と
い
う

松
浦
萩
坪
の
説
、
即
ち
桂
園
派
の
主
張
が

終
生
、
柳
田
國
男
の
短
歌
観
の
根
底
に

あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な

意
味
で
柳
田
國
男
は
旧
派
の
す
た
れ
ゆ
く

ご
時
世
に
立
ち
会
っ
た
ひ
と
り
か
も
知
れ

な
い
。

﹁
う
ぶ
す
な
の
森
の
や
ま
も
も
高
麗
犬
は

懐
し
き
か
な
も
の
言
は
ね
ど
も
﹂

う
ぶ
す
な
の
森
の
や
ま
も
も
の
よ
う
に

歌
は
幼
い
こ
ろ
か
ら
身
に
備
え
た
歌
口
に

よ
っ
て
柳
田
國
男
の
体
内
に
生
き
つ
づ
け

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
國
男
の
歌
数
に
つ

い
て
は
、
未
見
の
日
記
や
ノ
ー
ト
に
書
き

添
え
た
も
の
を
拾
う
と
増
え
る
か
も
知
れ

な
い
が
三
百
余
首
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

(

幼
少
時
代
の
﹃
竹
馬
余
事
﹄
の
歌
を
除

外
し
て
︶

福
崎
町
文
化
功
績
賞　

表
彰

　
３
月
４
日
、
平
成
29
年
度
文
化
功

績
賞
、
柳
田
國
男
ふ
る
さ
と
賞
、
吉
識

雅
夫
科
学
賞
、
ス
ポ
ー
ツ
功
績
賞
の

表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ

た
み
な
さ
ん
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
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